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　わが国の開国は安政５（1858）年、五カ国修
好通商条約が締結されたことによる。交易と海
外文化の受容が隆盛する一方、外国船の寄港で
もたらされた伝染病が大流行し衛生環境の改善
が急務であった。特に水道が重要視され、港湾
都市として栄えてきた横浜、函館、長崎から全
国に広がっていった。上下水道整備は本来は近
代的な公衆衛生の考え方をもとに疫病対策の一
環として行われてきたのである。
　わが国の水道黎明期の技術者の一人に吉村長
策がいる。万延元（1860）年３月18日、西尾家
の次男として国分村（現在の大阪府柏原市）に
生まれた。後に大和国穴虫「吉村」家の亡名跡
を継ぐ。この西尾家は架橋事業、地元銀行設
立、郷学校の創設といった地域の社会基盤整備
に尽力し当地においては中心的な存在であっ
た。長策は工部大学校を首席で卒業した後、工
部大学校助教授を経て明治19（1886）年には長
崎県への出向となる。
　長崎では第１次長崎港改修工事が明治15
（1882）年から26（1893）年まで実施され、長
崎港に注ぐ中島川変流工事が長策の土木技術者
としてのスタートとなった。そして明治22
（1889）年、水道創設事業として本河内高部堰
堤の建設に着手し、明治24（1891）年に日本最
初の近代水道ダムとして完成をみる。導水トン

ネルを囲み、堰堤の上部まで一直線に伸びた管
理用階段を配置するなど、気の利いたデザイン
が施されている。さらに市域拡張に伴う人口増
加により水不足が懸念され、長崎市第１次水道
拡張事業として明治36（1903）年に本河内低部
堰堤が竣工。これはコンクリート造としては神
戸水道に次いでわが国で２番目に造られた水道
ダムである。
　この長崎での水道創設工事については膨大な
予算額に理解が得られず議会が紛糾し着工まで
に年月を要した。それを待つ間、佐世保では明
治22（1889）年、鎮守府が開庁すると同時に湧
水を利用した佐世保軍用水道創設工事（郭公藪
水源地、矢岳貯水場）も着工し、12月に竣工す
る。実のところ長策の水道技術者としての最初
の仕事は佐世保にあったのである。
　明治33（1900）年には水不足解消のため農業
用溜池を改造した岡本貯水池が完成する。第２

貯水池は円形となっており、古代ローマの建造
物を思わせる。さらに日露戦争以後には海軍施
設の増強とともに水道施設の拡張が図られた。
そこで建設されたのが山ノ田浄水場である。明
治41（1908）年、全国で10番目となる市による
通水が完成し、長策が心を痛めていた軍から住
民への「もらい水」が解消したのである。砂倉
庫や浮彫を多用した装飾的な量水池上屋等、明
治の建物の様式を残している。長策はここに吉
野から取り寄せた１万本の桜を植え、吉野山の
ように佐世保市民にとって桜の名所となること
を望んだという。
　これらを含め、佐世保軍用（明治22）、長崎
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（明治24）、大阪（明治28）、広島軍用（明治
31）、神戸（明治33）、舞鶴軍用（明治34）、岡
山（明治38）、福岡（明治39）、門司（明治
45）、小倉（大正２）、長野（大正４）、呉（大
正７）、福山（大正14）と水道技術者としての
手腕を発揮していくのである。
　土木工事においても特筆すべき業績がある。
「明治時代における海軍最大の土木工事」と評
される立神係船池の建設である。この時長策は
佐世保鎮守府建築科長であった。かつての佐世
保海軍工廠、現在の佐世保重工業から佐世保湾
に突き出した凹字状の修理艦船繋留場である。
岸壁は高さ15m、南北576m、東西364m、総延
長1,699mにも及び、明治38年（1905）の起工
から大正５（1916）年の完成まで11年に及ぶ大
事業であった。真島健三郎主任技師による耐海
水コンクリートの確立も技術的に大きく評価さ
れ、コンクリート構造物の本格的な海洋進出の
画期となった。大正２（1913）年にはイギリス
製250t クレーンも完成し、名実ともに東洋一
となる大係船池の建設に携わったのである。

立神係船池（大正５）

　昭和３（1928）年11月21日、長策は東京で亡
くなる。墓は佐世保市八幡町の西方寺にあり、
佐世保の市街地を望むことができる。そのデザ
インは「近代水道の父」の称号にふさわしく、
平面が６角形で上部は円頭状を呈し、水道施設
を想起させる。正面には大きく「吉村家之墓」
と文字が刻まれ、背面には納骨室への金属製の
扉が取り付けられている。他の４面には６枚の
石板を嵌め込み、うち１面には長策、妻、そし
て早世した子供たちの名を刻む。
　「佐世保の港が見える場所に骨を埋めてほし
い」。これは長策の遺言とされ、それに基づき
墓所が建立されたと考えられていた。しかし河
内国分の生家には実兄に宛てた大正９年４月27
日付けの手紙があり「来ル六月亡妻ノ一周忌、

且ツ故人ノ遺志ニ基キ過日出張之節佐世保市之
墓地ヲ撰定シ、納骨堂建築ニ着工シ」と記され
ている。妻登喜子は大正８年６月16日に亡くな
っており、佐世保を訪問した長策が１周忌を機
に選地したのが事実のようである。長策がこの
世を去るのはその８年後である。
　長策の初めての赴任地長崎においては水道整
備事業について議会が紛糾し着工までには年月
を要した。それを待つ間、長策は佐世保で水道
とともに道路整備も手がけていた。後年、その
道を通って長女が松浦家へ嫁いでいくという
縁。明治44年に佐世保を離れながらも、夫婦の
佐世保への愛着は深まっていったのであろう。
吉村家の永眠の地として佐世保を選んだのは当
然のことであった。佐世保では街の近代化の功
労者として必ず長策の名が上がり、市の広報誌
や刊行物では何度もその業績が紹介されてい
る。また日本遺産「鎮守府　横須賀・呉・佐世
保・舞鶴～日本近代化の躍動を体感できるまち
～」では作品が構成文化財に名を連ねている。
　来たる2028年11月21日には没100周年を迎え
る。長策の技術者としての業績と評価は既に広
く知られているところであるが、この佐世保の
地でさらに長策自身の人となり、夫として父と
しての姿にも近づきたく思う。
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